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イエス様、弟子のために祈る（ヨハネ17:11）
　もし、皆さんに最後の祈りのチャンスが許されたならば、一番愛する人のために一言、祈りが許されているという場合、何を祈るでしょうか。言うまでもなく、その愛する人のために一番大事なこと、一番しえ津実なこと、そして、何より最も必要なことが何なのかを考えて、また、絞り出して、それをお願いして祈るようになるのではないでしょうか。
今日の聖書の箇所、そして、ヨハネ17章全体は、イエス様が最後の晩餐を弟子たちとともに守られて、いろいろなお話をされた後、最後の祈り、お願いを神様にささげる場面です。イエス様が弟子たちのために祈られたということでしょう。そうならば、一番大事なこと、弟子たちに一番必要なことが何なのかよくご存知のイエス様が、それを祈られたという理解ができると思います。私たちクリスチャン、信者がこの世を生きるために最も必要なものは何でしょうか。財力でしょうか、人脈でしょうか。健康なのでしょうか。もちろん、そういったことも必要なものに間違いありません。しかし、この世がどんなところなのかを正しく理解すれば、何が必要なのかという答えが変わってくると思います。私たちが見て、また、普通に理解しているこの世と、神様が聖書を通して私たちに教えてくださいましたこの世の理解は少し違います。ですから、まず、このイエス様の祈りを理解するために、今、私たちが生きているこの世はどんなところなのかということを先に理解しなければいけないと思います。この世は時代によって、地域によっていろいろな差があり、また形も違います。しかし、根本的に、本質的にこの世というところは、昔も今もこれからも地球の歴史が終わるそのときまで同じところです。神様を離れてしまったところです。この世界を作られました、人のいのちを支配なさっていらっしゃるまことの唯一の神様を離れて、その結果、その神様などは存在しない、神様はいませんという主張がこの世です。国が違っていても、学歴が異なっていても、人柄がいろいろ違うとしても、共通しているのは神様なんかいないという主張です。その極めつけは、神様に敵対するような方向にみな、向けられているのです。とても善良な人も、あるいは犯罪者でも、その方向性はみな同じです。それがこの世と言うところであるということを覚えていただきたいと思います。
それで、聖書にはこの世は目に見えない支配者がいると言っています。それが空中の権威を持つと言われているサタン。悪魔というものです。目に見えないので誰も知りません。この世と言うところは、結局はまことの神様ではない、その神様を否定するために違う何かを神だと偽って、それを拝みそれに従うようなところがこの世です。それが宗教として現れる場合もあるし、なにかの形を作ってそれにすがる場合もあるし、ときにはイデオロギーや何かの理論になる場合もあります。とにかく、最終的には人間そのものが神ではないのかという主張にたどり着くようになるところがこの世です。まずこの世がどのようなところなのかを理解していただきたいと思います。文明の発展があり、医学が進歩し様々な研究がなされていることは間違いありません。しかし、それはこの世の本質ではありません。この世と言うところは、神を離れて否定し神に敵対し、結局は違う神々を信じる、また従うところです。その結果、この世というところは精神的に、また肉体的に、人間関係において、家庭の中に、また、様々な面において苦しみが絶えないところがこの世です。よく覚えていてください。人が苦しんでいるのは、私たちが考えているような単純な理由ではありません。この世にいる限りは避けられません。誰かのせいでもありません。根本の方が神に敵対するところなので、神様を否定するところなので、苦しみにあうしかないというところがこの世です。皆さんも今までそのような様々な苦しみを味わいつつ、ここまで歩いて来られたのではないでしょうか。そして、残念なのはその苦しみが終わった後、ハッピーなパラダイスが持っていればよいのですが、皆そのようなことを信じ込んで望みつつ、この世の中を頑張って生きているのですが、この世と言うところは最終的には滅びるしかないところです。そこから人間の自力で一歩も抜け出すことができないわけなので、運命という言葉を使います。それがこの世です。その中で、私たちクリスチャン、信者というのはどのような存在なのでしょうか。
そのような中から離れて別の世界を生きるものではなくて、その世を生きていかなければならないものです。それで信者というものは、世の中はそのようなところですが、そこに一緒に巻き込まれることなく、そして、そこに溺れて同化されることない者が信者です。この世を生きているのですが、皆と肩を並べて一緒に生活をしているにもかかわらず、この世に溺れて巻き込まれて、また同化していくことがないようにする。これが信者の立場です。なぜでしょうか。同化されないだけではなく、この滅びる世、何が何だかよく分かっていないまま崩れていく、苦しんでいるこの世を生かして、この世を助けて世をしっかり立て直さないといけない存在がクリスチャンです。それがクリスチャンのこの世にいる意義です。今までクリスチャンになるまでは、皆さんが同じく何を食べるか何を飲むか生きることが精一杯で、いろいろな目的や価値観を持って必死に頑張っていたでしょうが、信者になりました。クリスチャンになったということは、その意義が変わることです。この世がどんなところなのか分かっていて、そして、その世に一緒に溺れる必要はないし、溺れてはいけないということが分かっていて、この世を助けないといけない、この世を生かすものなのだという自覚を持つようになるでしょう。そのために、私たちはクリスチャンになり、また、神様の恵みをいただくようになりました。それをイエス様の祈りの内容の中から、まず私たちがキャッチできることだと思います。11節を見ると、今日読みましたがこのようにイエス様が祈っておられます。私はもうこの世にいなくなる。あなたがたから離れるようになる。天の父の御許に私は行くようになる。しかし、彼らは世におります。弟子たち、クリスチャンの信者は世におります。イエス様は世から離れるのですが、私たちクリスチャンはこの世に残されて世にそのままいる。そのような状態です。だから、信者というものは、先ほど申し上げましたそのような世の中に残されているものです。
それから、15節を見ますと、彼らをこの世から取り去ってくださるようにというのではなく、悪い者から守ってくださるように願います。この悪い者というのが、この世の支配者というものです。つまり、それと関わりを持つ世の中を生きるということでしょう。それから、18節にもそのようなことが言われています。あなたが私を世に遣わされたように、私も彼らを世に遣わしましたと。イエス様はこの世から離れて行きますが、クリスチャンはその代わりにこの世に残って世に遣わされるものだと言われています。何のためでしょうか。世を生かすため。この世を変えるために。この世を助けるためです。そのためには悪い者に溺れてはいけないし、この世に巻き込まれて同化していってはいけません。それがイエス様の最後の祈りの内容です。しかし、ひとつの問題は、それはすばらしいお話しではありま菅、問題はこの世に残されるクリスチャン、信者の私たちがそれを全うすることができない、限界のある者。ものすごく弱々しい存在なのです。それは皆さん自分自身を認めざるをえないことではないでしょうか。そこがジレンマです。イエス・キリストはおっしゃいました。私はこの世から離れて行く。しかし、あなたがたはこの世に遣わされます。私があなたがたをこの世に残します。あなたがたがこの世の希望です。あなたがたによってこの世を変えようとしている。あなたがたがこの世に残される理由は、それによってこの世が助けられて行かされることのためだとおっしゃっています。そのためには悪に陥ってはいけないし、この世に巻き込まれてはいけません。そうならないようにとお祈りをしていらっしゃいます。

しかし、私たちはそのようなすばらしいミッションを全うすることができる者なのでしょうか。それが不可能な存在です。どこを見ても弱々しい、どこを見ても限界だらけの存在ではないでしょうか。ひとりひとり違うでしょうが、いろいろな面からそれぞれにそのような部分を認めざるをえないと思います。そのように弱い限界のある私たちが、この世に残され世に溺れないで悪に陥ることなく世を助けて世を生かし世を変えることができるためには何が必要なのでしょうか。そのような状況をまず理解しないといけません。それでイエス様が最後に父なる神様に弟子たちのためにお祈りをささげたのです。その祈りの内容は何でしょうか。もう一度11節を見ます。「わたしはもう世にいなくなります。彼らは世におりますが、わたしはあなたのみもとにまいります。聖なる父。あなたがわたしに下さっているあなたの御名の中に、彼らを保ってください」。どのように守られるのでしょうか。それは私たちと同様にとはどういう意味でしょうか。私たちというのは父なる神様とイエス様と同様に、その関係、その状態と同じように、彼らが一つになるためです。これがイエス様の祈りの内容でした。世に残されるクリスチャン、信者ひとりひとりが父なる神様とイエス様が一つであるように彼らも同じパターンで同じ状態で同じ構造で一つになるようにしてください。それが世に残されている信者、クリスチャンに何より必要なことです。私たちは弱い者です。その弱さに勝つことができません。私たちは限界のあるものです。そして、私たちが使命を全うしてこの世を変えないといけない世の中は険しく厳しいところです。どうすればよいのでしょうか。頑張ればよいでしょうか。修行すればよいでしょうか。お金がたくさんあればその責務を全うすることができるのでしょうか。世にいるクリスチャンの信者に何が必要なのでしょうか。このすべてを解決するための方法は一つしかありません。父なる神様とイエス様が一つであるように。これは神秘です。イエス様は神様ご自身です。ただ私たちに救いのために、人間の体をとって肉体を持って、この世に来られました。だから、見ると人間そのままです。しかし、父なる神様と一つです。内側は神様です。だから、人間なのに創造の神様にしかできないことがイエス様を通して現れます。それはなぜなのでしょうか。それが一つという意味です。肉体的な理解ではまったく理解できないでしょう。これもまったくな理解ではありませんが、理解するために私たちがせいぜい例えるのであれば、あなたの心と私の心と、あなたの気持ちと私の気持ちは一つだと言うくらいでしょう。二つになりません。人間の心の中でもそのような意味があります。それと全く同じではありませんが、父なる神様がイエス様の中に、イエス様が神様の中に。肉体的には幾何学的に説明できません。これが霊的秘密です。それが神様の存在の在り方です。神様にしかできない、神様にのみあるあり方です。何か不思議なお話をしているかのような顔をしないでください。でも、非常に大切です。多くのクリスチャンの方々が厳しい世の中で、険しい環境の中で限界のある自分自身を持って何が必要なのか、どうすればよいのかがわからなくてこんがらがってしまいます。イエス様は何よりこの世の中が分かっていらっしゃって、クリスチャンがどんな存在なのか分かっていて何をすべきなのかすべてご存知なので、何が切実に絶対的に必要なのかご存知です。それをお祈りを通して現しました。神様にお願いしました。彼らも私たちに用に一つになるようにと。

21節を見てもこのようにおっしゃっています。「それは、父よ、あなたがわたしにおられ、わたしがあなたにいるように、彼らがみな一つとなるためです」。一つになるとはそういうことです。それはまとめて申し上げるとどのような状態でしょうか。イエス様が肉体を持ってこの地上に来られていらっしゃいました。しかし、神様が一緒で一つでした。それが神様の在り方です。それと同じパターンで、私たちがこの世に残されています。肉体を持っている、限界がある弱い者です。それにもかかわらず、同じ在り方でイエス様が私たちと一緒にいて、私たちもイエス様の中にいる状態になるようにしてください。これが祈りです。神様の在り方と、その同じ在り方の仲間にしてくださいということです。普通の人間の在り方、状態では、この世の中を生きぬいて使命を全うすることなどありえませんので、ちょっと表現がおかしいのですが、ワンランクアップグレードさせてください。人間なのですが、普通の人間と違う存在にしてくださいというのが祈りです。なぜでしょうか。それでないとこの世の中で生き抜いて勝利できません。勝利できないと、世にいる本来の意味、意義、この世を変えて助ける福音宣教のミッションは全うできません。それがイエス様が世に来られた目的でもあるし、神様の理由でもあるのです。今もそのために歴史が流れていて、火が昇って日が沈んで地球が回っているわけです。そのようなことを前提にして、聖書のお話を見ないと中々、正しい理解が難しいです。イエス様が彼らの健康を守ってくださいと祈らないで、彼らが神様の在り方の仲間になるように、私たちがワンネスで神秘的に一つになっているように、彼らも私たちと一つになるようにしてください。

前にも申し上げましたように、旧約のときでもモーセをパロ王の前に出す時にモーセが震えていました。あなたをパロの前で神にするとおっしゃいました。それは人間が神様になるわけではありませんけれども、パロ王が見たときにはモーセなのに神が現れるのです。そうでない限りは戦いにならないのですから。そのパロの後ろには世の支配者、悪魔、サタン、空中の権威を持つものがその後ろに立っているわけですから戦いになりません。それがこの世というところです。単に仕事をし、一生懸命汗をかいて頑張ればよいと言うところではありません。それで今まで頑張ってきた結果、どうなってしまったのでしょうか。イエス様の祈りを通して、もう一度、この世に目が開かれてクリスチャンがどんな存在なのかということを正しく理解し、固く握っていただきたいと思います。
22節にも、このように祈っていらっしゃいます。「またわたしは、あなたがわたしに下さった栄光を、彼らに与えました。それは、わたしたちが一つであるように、彼らも一つであるためです」。つまり、イエス様の最後の祈りは一つしかありません。彼らが一つになること。それはクリスチャン同士、仲良く過ごすようにという意味での一つではありません。彼らが世の中にいる同じ人間ですが、イエスを信じて従ったクリスチャンなので、彼らをワンランク上に引き上げて、神様が肉体を持って世に来られたときのわたしと関係持っていらっしゃるのと同じ関係にしてください、これが祈りです。これが世の中を生きるクリスチャンに最も必要なことです。実は今、初めて祈っていらっしゃるわけではなく、先週も先々週もずっと15、16章などを見ました。最後の晩餐のときに、イエス様がいろいろなメッセージをされました。そのメッセージの内容が助け主聖霊が来られるから、それがあなたがたにとってもっとすごい祝福だ。私があなたがたと一緒にいるよりは。なぜなのかというと、そのときにあなたがたは父と私が一緒であるように、あなたがたもそういう関係になるからとおっしゃった内容を、神様に具体的に祈りに変えて求めていらっしゃるのです。新しい内容ではありません。つまり、最後の晩餐を守りながら、もうすぐ十字架に引き渡されるようになる時期です。そのようなタイミングです。もう最後の最後になりました。そこでイエス様がおっしゃった内容は結局一つしかありません。あなたがたにもう一人の助け主が来られて、あなたがたの中に入って、私があなたの中に、あなたが私の中にという状態、そのような関係、そのような存在に変わること以外には他に方法がありません。これからそうなるという話だけです。まとめて申し上げると、イエスを信じると言うことは、そのイエス様が神様と出会う唯一の道キリストであるので、イエスを信じるということは三位一体の神様の在り方と同じ在り方の存在に変わっていて、神様と一つになるということがイエス様を信じることです。神様の恵みによってこのお話が心の中に理解できることを祈ります。他のなにかにピントがぼやけていく理由も必要もありません。最後の最後に一つに絞られました。今はそうではない。今はこのようにあなたがたと顔と顔を合わせて一緒にいる。これではだめなのだ。もうこれから十字架にかけられる。それから、3日目によみがえられる。その後、天に昇られる。なぜなのかというと、そうすると、あなたがたの中に入っていく時代が始まるから。私が肉体を持ってこの世にいたのですが、神様と通じ合って一つになったように、その創造の神様が現れたように、そのような存在になり、そのようなことがこれから起きるようになります。そのためには一つになるしかありません。それでイエス様は最後にそれを祈っていらっしゃいました。「神様。彼らを世に残します。この世は険しいところであることをご存知ではないでしょうか。まるで羊をオオカミの群れの中に送るかのような心境です」とおっしゃったときもあります。世の中はそのようなところです。だから、ビビる必要はありません。しかし、残念ながら、その中で私たちはまた弱いものだし、限界ある弱さだらけのものです。どうすればよいでしょうか。しかもそこで単に世にいるだけではありません。世の中で耐えていくために存在する者ではありません。暗やみの世の中を超えて、世の人々を助けるために世に残されるのです。確かなミッションのためにこの世に遣わされるのです。イエス様がなぜこの世に来られたのでしょうか。ミッションのためです。それと同じように彼らを私は遣わしますとおっしゃいました。世にいる存在の理由はそれしかありません。

そのすべてを総合して、どうすればよいでしょうか。一つになるしかありません。それでイエス様は何が最も必要なのか。世を生きるクリスチャンにとって何が最も大切なのかご存じあり、それを絞って神様に祈りをささげました。彼らが私たちのように一つになるように。それは分かりやすい言葉で言うとこうなります。「父なる神様。私が十字架に変えられた後、彼らの中に入ります。そのようになるようにしてください。助け主、聖霊を通してひとりひとりのクリスチャンの中に入って、彼らが人間ですが彼らを通してイエスが現れるように」。それしか方法がありません。世界を救うためにそれしか方法がありません。そのようにできるのは、彼らがイエス様ご自身が神様から遣わされたキリストだと信じたからです。それがどれほど大きなことでしょうか。
それで、もしイエス様が祈られたとおりに、彼らが一つになるとその結果、どうなるのか。今、申し上げましたが、クリスチャンが悪い者から守られるようになります。サタンが二度と私たちを奪い取ることはできません。二度と悪に地獄に落ちることはありません。そして、真理のみことばを通して彼らをきよめてくださいとおっしゃいましたが、ひとつになったその瞬間、聖なるもの、きよめられるようになります。この世からは次元がまったく違う存在に変えられて引き上げられます。努力するからではなく、一つになることによって自然にそうなります。この世からは聖別されるようになります。それが一つになる結果です。その結果、目的はこれです。

21節。先ほども申し上げましたが、「彼らがみな一つとなるためです。また、彼らもわたしたちにおるようになるためです。そのことによって、あなたがわたしを遣わされたことを、世が信じるためなのです」。なぜイエス様と一つにならないといけないかというと、そうすることによってイエス様はもういらっしゃらないでしょう。姿として世に存在しません。けれども、イエス様と一つになっているクリスチャンを見ると、世の中の人々が「なるほど。彼らがイエスを信じているのですが、そのイエスこそ本当に今、生きていらっしゃる。神様から遣わされた唯一の救い主キリストであることに間違いないのだね」ということが分かるようになるということです。どうすればでしょうか。一つになれば。それが目的です。イエス様と一つになることは、イエス様は今、姿が見えないけれども、信者、クリスチャンを見たときに世の中の人々が「ああ。イエスは本当にキリストだったのだね」ということが分かって信じられるようになるとおっしゃいました。
　

それから、22節を見てください。「またわたしは、あなたがわたしに下さった栄光を、彼らに与えました。それは、わたしたちが一つであるように、彼らも一つであるためです」。その前にまた13節を見てください。「わたしは今みもとにまいります。わたしは彼らの中でわたしの喜びが全うされるために、世にあってこれらのことを話しているのです」。一つになると、クリスチャンの私たちはどうなるのかと言いますと、イエス様の喜びに満たされるようになります。このイエス様の喜びは何でしょうか。今、イエス様は十字架にかけられる直前です。何がイエス様の喜びでしょうか。うまくいくことでしょうか。宝くじに当たって賞金を貰うことが喜びでしょうか。イエス様の喜びは言葉には言い表せない十字架の苦しみに預かる直前です。健康であることが喜びだという次元ではありません。イエス様の喜びはイエス様の十字架によって、地獄に行くべき人間が悪魔に捕らわれて苦しんでいる魂がそこから助けられることがイエス様の喜びです。その全く同じ喜びを味わい、それに満たされるようになります。一つになれば。その喜びです。つまり、イエス様の救いのわざが、その人の人生を通して現れるということでしょう。だから、その喜びに満たされるようになります。一つにならないとその喜びは味わえません。
それから、24節。「あなたがわたしを世の始まる前から愛しておられたためにわたしに下さったわたしの栄光を、彼らが見るようになるためです」。イエス様と一つになると、イエス様は今は姿が見えないのですが、私たちクリスチャンが生きていくうちにイエス様の栄光を見るようになります。イエス様が本当に今も生きていてキリストだったのだということを具体的に見るようになります。一つになると。この内容全部を合わせると、それを福音宣教、伝道と言います。伝道はトラクトを配ったり、単にそういう行為ではありません。私たちが負担を持ってどうにかしようではないかということでもありません。これは祝福です。それから、当たり前で当然なことです。私たちがこの世に存在する、残されている理由、正確に申し上げると、イエス様を信じて受け入れた瞬間、救われる瞬間、この世に遣わされるものになりました。天から遣わされた存在です。その理由は何でしょうか。伝道のためです。キリスト以外には希望がないので。しかし、この暗闇の世に向かって戦うには、私たちは弱いものだしできるはずがありません。それでイエス様は方法を考えられました。彼らが私たちのように一つになった。それしか方法がありません。そうすると、結局、普通の田中さん、佐々木さん、会社の社員、主婦、年寄り、若者、頭がよい悪い、ハンサム、美人。いろいろな評価があるでしょうが、それは表のことです。それは上辺の話です。それにもかかわらず、存在が違います。その内側にイエス様が入って一つになっているわけだから、不思議にイエス様にしかできないことがその人を通して現れるようになります。イエス様にしかできないことは何でしょうか。暗やみの力が砕かれて、いのちの救いの働きが成され、神の国が臨まれるようになるということです。それが必ず当たり前にできる存在に変えてください。それが一つになるためです。つまり、イエス様の祈りはただ私たちが守られるという意味もあるでしょうが、福音宣教という大前提の上に立って祈ってください。彼らを世に遣わします。私は世に来て救いの働きを全うしました。それを根拠にこれから地球の終わりまで、世界福音化の働きをこれから私がやります。しかし、彼らを通してやります。だから、彼らを残します。これが信者です。食べていくために世の中を生きる存在ではありません。子育てのためにこの世にいるわけではありません。成功するために、出世するためにいる存在でもありません。そうならば、別の必要があるかもしれません。しかし、私たちは他のなにか、他の団体では絶対にできないこの世を助ける、いのちの祝福を与えることのために世に残されているものですから。それがあやふやになると、メッセージ全部があやふやになります。この祈りも理解できません。「彼らが宝くじに当たるようにしてください」の方がよろしいのではないでしょうか。一つになるように。これしか祈っていません。なぜでしょうか。それしか方法がないから。またそれで十分ですから。これが私たちの必要であり、イエス様の祈りでした。
それから、幸いなことにこの祈りがそのまま答えられて成就しました。それがいつなのかというと、イエス様が十字架にかけられてよみがえられた後、天に昇られて神の御座に座っていらっしゃいました。その後、弟子たちがこの約束を握って、つまり、一つになること、そうすると、私たちは弱い者ですが私たちのいるところにイエス様のわざが現れるという約束を握って祈っていたときに、五旬節の日に聖霊が彼らに注がれるようになりました。そのときからです。それ以来、誰でもイエス様をキリストとして信じるものには、聖霊がその人の中に内住して、イエス様が祈っていたとおりにイエス様と三位一体の神様と一つになるようになりました。そのような時代の扉が開かれました。この祈りがそのまま答えられました。つまり、今の皆さんはよく分かっていらっしゃらないでしょうが、イエス様の祈りの答えなのです。単に教会に通って、具合が悪いからイエス様を信じ始めたかもしれませんが、それぐらいの存在ではありません。皆さんはイエス様の祈りが答えられたその時代のクリスチャンですから、イエス様をキリストだと信じるのであれば、皆さんは皆さんが知るか知らないか関係なく、三位一体の神様と一つです。切り離すことができません。その1つということをよく覚えていてください。イエス様が最後の晩餐のときに祈ったことは一つしかありません。彼らが一つになるように。世の中にいる他の人間と同じ人間ではなく、同じ人間なのですがイエス様が同じ人間であったにもかかわらず人間ではなく神様ご自身であったように。分かります。クリスチャンとはどんな存在なのか。イエス様を信じるとはどういうことなのか。問題はクリスチャンの皆さんがそれを素直に認め受け入れて、それにのめり込んで味わうかどうかだけです。私はわたしではない。ランクがアップされて普通の人よりアップされている。それが聖なるということです。アップされた理由は偉そうにではありません。彼らを助ける立場にならないといけないから。同じ人間の在り方では無理なのです。肉体を持っているイエス様の中に聖霊がともにおられて、父が私の中に私が父の中にという神秘的な関係になったように、イエス様を信じる私たちはイエス様が私の中に私がイエス様の中にという肉体を持っている張寅相、ハヨンですが、ハヨンではなくて、世の中が見たときには、悪霊の世界が見たときには「何でイエス様がここにいるの」と思う存在なのです。それを何より毎日、優先順位にして考えて考えてそれに自分の思いにのめり込んでいくというのが皆さんの勝利の方法です。自分の存在が変えられているのに、それに対する意識と自覚がない限りは次はないでしょう。皆さん変えられているのです。同じ弱さを持って、同じく風邪をひいたり、仕事が忙しくなると体が疲れるからといって同じく考えてはいけません。これがポイントです。そして、本当に彼らがイエス様が祈っていたように、外見を見ると普通以下のように見える人ばかりだったのですが、それにもかかわらずランクがまったく違う、神様と一つである存在でした。周りから見ると、神ではないのかと思うような存在になった証拠が使徒の働きの記録です。よく覚えていてください。漁師出身のでたらめなペテロという人間が、外見が変わったり、いきなり博士の学位を取ったわけではありませんが、五旬節の日以来、つまり、イエス様が祈っていたとおりに彼らが神様と一つになったときに、ちょっとこれは誤解しないでください。イエス様と合体したときから、ペテロが行くところにペテロとしては考えられないイエス様しかできないことが現れていたのではないでしょうか。その証拠をつかんでください。それが皆さんの話です。本当です。
皆さんが変な何かをするためではなく、理由は一つしかありません。暗やみに捕らわれている世の中を変えて、それと戦って暗やみに捕らわれている人々を助ける理由。そのためにはそれしか方法がありません。つまり、キリストであるイエス様の他にはできません。だから、そのキリストは皆さんの内側に入って来られることにしました。前にもお話したように、それはみな悪霊の文化が全部引用して違う目的で利用しています。昔、鉄人28号とかありましたが、ロボットを作って頭の中に操縦室みたいなものがあり、人がそこに入ります。そうすると、ロボットと人が合体します。ロボットが人格も人間みたいになります。それではないけれども、それ以上のお話なのですが、その理解のために皆さんの内側に聖霊を通してイエス様が入って来ていらっしゃいます。皆さんが皆さんではありません。その瞬間、皆さんは普通の人間とは異なる人間に変わります。それがイエス様の祈りでした。イエス様はそれしか祈っていません。イエス様は祈りに必ず答えられます。答えられたのであれば、今、皆さんはそのような状態になっているはずです。イエス様の祈りは無駄だったでしょうか。覚えていてください。パウロも同じです。使徒だけではなく、ステパノもピリピも行くところにイエス様がなさったことと同じことが起こります。外見は普通の人間なのに、ある意味、みな普通の人間以下です。漁師出身で下っ端の身分の人ばかりです。それにもかかわらず、内側にキリストが合体しているわけですから、行く所々においてキリストにしかできないわざが現れていました。必ず暗やみの力は砕かれ、現場の空気が変わって、いのちの働きが起こるようになります。残っていることは信じることだけです。論理的に考えてもそれしか方法がありません。福音宣教、伝道のことを考えたときに、それしか方法がありません。だから、無理やり、伝道を指せるのではなく、全部そろえて合体されて伝道を命じられました。私たちがやることではありません。これがイエス様の祈りです。
まとめましょうか。イエス様は世に残される弟子のために、つまり、私たちのために祈られました。祈りの課題は一つしかありません。彼らが三位一体の神様と仲間になるように。神になるという変な話ではありません。しかし、だからといって普通の人間で少しすばらしい人格に変えられたというような次元ではありません。悪魔が恐れる、暗やみの力が震える存在に変えられました。神様とイエス様と一つになるように祈って、それがそのとおりに成就しました。だから、今は皆さんが気づいていないでしょうが、イエス様を信じるということは、信じる中で一番大切なのはもちろん罪が許されることであるし、天国に行けることです。しかし、今です。今、一つなのです。一番よく理解できることが、肉体を持って世に来られたイエス様のことをよく覚えていればよいのです。それと同じパターンに私たちはなっています。その証拠は使徒の働きにあります。ペテロだったからできた、パウロだったからできたということではありません。それでは世界福音化は無理です。それでクリスチャンが行く所々、いるところにおいて、神の国が臨まれるようになっています。それが自然で当たり前で契約です。約束です。

このイエス様の祈りの課題を覚えて、このような結論を皆さんの心に持っていただきたいと思います。皆さん、自分自身に対して確信を持ってください。皆さんの肉体的な部分や外見などによって振り回されないで、確信を持ってください。私はキリストであるイエス様と一つになっているものだ。中々、霊的な感覚がないから、あえてずっと覚えて告白するしかありません。そして、その告白とともに、そのような人であれば今まで見ていたこの世に対して、違う目でこの世を見て整理してください。この世は仕事のためにあるところではありません。だから、世に対しての目を変えてください。それでこの結論が出るように。私はこの世に派遣されている、遣わされているものなのだ。神の国のスパイとして。本当にそのような感覚を持たないといけません。つまり、ミッションです。皆さんが世にいることは違う理由があるのです。この世に対しての。今まで皆さんが世にいる存在の理由があったでしょう。それと違う理由を見つけないといけません。それがミッションです。皆さんの人間的な何かと一切、関係ありません。

そこまで皆さんのものにして、それからそれをどこで始めればよいのかというと、皆さんの現場に対しての意識を変えてください。その現場は、未信者の家族をはじめ、皆さんの仕事場、学校、そして、関わっている人々、地域などです。まず、皆さんと関わっているところから、現場に対しての見方を変えてください。そこに皆さんが派遣されている方であれば、そこに神の国が臨まれること、つまり、イエス様のわざが現れることを期待してください。1日でもその期待を忘れてはいけません。すぐに何かの変化があるかどうかは別です。クリスチャンはその期待を持っていないと、とっくに現場では失敗なのです。目的が違うから。他のものでうまく行くのでしょうか。うまくいくことではありません。それは勘違いです。前にもお話したように、その期待を持って、しかし、それを表ざたにしなくても結構です。秘密にしてください。けれども、心の中では恨（はん）、情念のように持っていて一瞬でも忘れないでください。表面では常識に従って、一生懸命、最善を尽くして最高になるように頑張ってください。しかし、それが目的ではありません。内側には別のなにかを秘めているのです。それを整理してください。皆さんのものにしてください。そこまでできたら、そのことを全部手に取って、それから祈ればよいです。聖霊充満を与えてくださいと。必ず、皆さんのいるところ、皆さんが関わっているところで体験するようになります。そこから始めないといけません。でも、そうなるようになっています。イエス様がそれを祈っていらっしゃいました。それが成就しました。だから、今、皆さんは実は分かっていて聖霊充満を祈っていると不思議に小林長老なのにイエス様のことが現れます。見ていてください。それを期待してください。それがクリスチャンです。この祝福を私たちは全部逃しています。だから、余計な戦いにエネルギーと神経を費やすようになります。クリスチャンだと言いながらも。ここを今日覚えてこの祝福を本当に皆さんのものにしていただきたいと願います。
（祈り）

愛する天の父なる神様。今日も兄弟姉妹が父である神様に礼拝をささげるために教会に来られました。イエス様が世にいるクリスチャンのために祈られた内容を通して私たちに必要なことがイエス様と一つになることであり、それが答えられて、今、具体的にその神様と私たちが一つであることを感謝いたします。それを忘れずに覚えつつ、だからこそ私がいるところで必ずイエス様のわざが現れて、イエス様がなさったことと同じことが現れて神の国が臨まれるしかないという確信を持って祈ることができるようにひとりひとりを励ましてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
1

